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危険度評価

第４章で述べる本調査に先立つ概略調査

資料調査から目視程度の現地調査まで

　地震環境の調査、現地調査については、既往
の知見、既往の基準・マニュアル等に基づく

3.1　危険度評価の手順
3.2　地震環境の調査
3.3　人工改変地のスクリーニング（抽出）
3.4　現地踏査



危険度評価の手順

調査対象地域の設定

基礎資料の収集

盛土造成地の位置・
規模の把握

現地踏査

第二次スクリーニング
計画の作成

地形図、空中写真、造
成時資料、住宅地図

地震環境調査

簡易評価法

3.2

3.3

3.4



地震環境の調査

　下記のような項目について、現在は多くの情報がホー
ムページに掲載されているので、それを参照すること
ができる。

過去の地震と災害

　地震調査推進本部HPなど
活断層

　地震調査推進本部HPなど
地震危険度及び被害想定

　防災科学技術研究所HP「ハザードステーション」
　内閣府中央防災会議HPなど



人工改変地データベース作成方法　　　

　
Ａ：改変前自然地形　
ＤＥＭデータの取得

人工改変地
　　　データ
ベース

Ｂ：改変後（現在）地
形ＤＥＭデータの取得

取得媒体　　　　　　　　　
旧版地形図･米軍写真

取得媒体　　　　　　　　　
最新地形図（データ）･　　
空中写真・レーザー測量

二時点　　
　地形ＤＥ
Ｍ　差分の
計算　（Ｂ－
Ａ） 三次元　　　

　盛・切デー
タ　１

差分標高　　
　　　　　　　＋
　盛土領域　
　　　　　　　－
　切土領域



旧地形ＤＥＭデータの取得方法　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　人工改変データベース取得のポイント　　　
　　　　　　　　　　　旧地形DEMをいかに精度

良く取得できるか

②予　察：人工改変地エリア及び旧地形取得資料区分エリア設定

③資料精度による優先順を決め、資料個別に標高データの取得

⑤取得標高データを精度順に統合する：旧地形ＤＥＭ

①既往の地形図資料･空中写真資料の確認と有効な資料の収集

④取得データの有効精度を検証する

現在自然地形は対象外（改変のない区域）



旧地形データ取得資料例　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

旧版1/20,000正式図（部分）旧版1/20,000迅速図（部分） 米軍写真1/48,000（部分）

精度のよい最新
の地形図で、な
おかつ人工改変
前の資料を優先
して利用する

旧版1/3,000地形図（部分） 最新地形図データ（部分）



人工改変区域

湘南国際村

YRP ハイランド

山科台

大津町



表示方法

旧地形

現地形+盛土厚



人工改変量（差分）データ算出　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　人工改変差分データ
取得の精度は

√（改変前DEM取得精度）２＋（改変後DEM取得精度）２
により求まる。　（水平精度も考慮する必要がある）

人工改変データ
（標高差分データ）

を算出
±3m以内は改
変の少ない区域

＋３m以上は
盛土領域

ー３m以下は
切土領域

２ｍ等盛土量
　　コンター表

示

コンター
表示なし

標高差分データ
から改変量コンター
（２ｍ）発生



人工改変地データの精度レベルと条件・用途

精度
レベル

人工改変地
DB精度値

改変の少ない

区域の設定

旧地形データ取得の

主な標準的取得媒体

A 1m以下 +1m～-1m
1/2,500・1/3,000級地形図
1/10,000級航空写真

B 1m～2m +2m～-2m
1/3,000・1/5,000級地形図
米軍写真1/10,000級

C 2m～3m +3m～-3m
米軍写真1/40,000級
1/10,000地形図

D 4m以上 +4m～-4m
以上

1/20,000地形図（迅速図・
正式図），地理院1/2.5万

実際には、レベルAの精度は難しい



現地踏査
　現地踏査とは、対象地域を直接踏査し、既存構造物
（擁壁・のり面など）の危険度評価を行って宅地の性状
を把握しこれを調査計画等に活用するものである。現
地踏査には、対象地域の規模、構造、地盤、造成宅地
の重要性、ならびに法令基準に基づき計画・実施する
ことが望ましい。

【調査の位置付け・調査目的】
　既存構造物（擁壁・のり面など）の地震時安定性の
検討方法は比較的簡易な方法から詳細な方法に分類
されるが、現地踏査とは簡易な方法に属し、一次スク
リーニングのための調査を意味する。



現地踏査の手法・評価方法
　地形・土質・構造・近隣施設などの目視踏査などから決定される点数をもと
に評価する判定方法とする。

●点検項目と評価点数
　　危険度評価区分＝ 基礎点 ＋ 変状点
　　　基礎点：環境条件(湧水､排水施設､擁壁高さ)
　　　　　　 傷害状況(排水施設の障害､劣化障害､白色生成物障害）
　　　変状点：縦ｸﾗｯｸ､ｺｰﾅｰ部ｸﾗｯｸ､水平移動､横ｸﾗｯｸ､不同沈下､目地の開き
　　　　ふくらみ､傾斜･損傷､鉄筋の腐食､張出し床版付擁壁の支柱の折損
　　　　空石積み擁壁の変状　　

・点検項目や評価点数は各種マニュアルによって異なる。

●危険度評価
・危険度評価区分の点数によって危険度を評価する。
　　　小変状（5点未満）：危険性小
　　　中変状（5点～9点）：経過観察、必要に応じて勧告・改善命令の発令を検討
　　　大変状（9点以上）：危険性大。早急に勧告・改善命令の発令、防災工事
　　　　　　　　　の検討を行う。

参考：宅地擁壁老朽化判定マニュアル国土交通省都市・地域整備局 都市計画課


